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本日のアジェンダ

① サービス活動Cの概説

② リハビリデイ河北での取り組み

③ まとめ
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趣味：筋トレ・テニス・ダイエット・
サービス活動Cの普及活動

好きなもの：辛いもの・お酒

苦手なもの：暇な時間・入眠
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• 要支援者・事業対象者のうち目標達成のための計画的な支援を短期集

中的に行うことにより、介護予防・自立支援の効果が増大すると認められ

る者

ここが

重要

・『短期集中的』：自立を促す介護保険の理念のとおり

・世界的に拡大しているリエイブルメントの考え方とも合致

・専門的な知識 ≠ 疾患を完治させる
→ 触らないリハビリによる自己肯定感を高める関わり

 → 面談にて本人の望む姿、やりたいことをサポートする伴走支援

↳ リハビリ専門職（PT/OT/ST）・歯科衛生士・管理栄養士

対象者に対し、3～6月以下の期間を定めて保健医療に関する
専門的な知識を有する者により提供される短期集中的なサービス

対象者

サービス
内容
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1回あたり2時間程度、 週1回12週間、概ね3か月通って頂くサービス
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目標の再確認
体力測定・結果報告
運動・活動の指導

習慣化に向けた関わり
変化の確認・賞賛

＝成功体験

1ヶ月目

面談

振り返り（1M前の自分）

目標の達成度の確認
やりたいことの発掘

運動・活動のレベルアップ
地域資源の紹介

2ヶ月目

面談

体力測定・結果報告
卒業後のイメージ

地域資源への繋ぎ（SC）

本人に合った社会参加

3ヶ月目

面談

C型の基本的な流れ

9



面談だけで良くなるの？

なぜ、面談でないとダメなのか？
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行動変容ステージ

The transtheoretical model / approach 11



32%

16%27%

3%

23% 無関心期

関心期
準備期

実行期

維持期

運動行動の変容ステージ分布
65歳以上地域在住高齢者約3200名

無関心期が3人に1人

無関心期+関心期で約半分

行動している人は4人に1人

荒木邦子（早稲田大学） “変わりたい”を引き出す！現場でできる「継続」と「成果」に繋がる行動変容アプローチより

4人に3人は行動を起こせていない
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行動変容ステージ

The transtheoretical model / approach 13



リエイブルメントの目的

1. 高齢者の「できる力」を引き出し、自立性・自己効力感を高める

2. 介護への長期依存を防ぎ、生活の質（QOL）と社会参加を促進する

3. 従来のケア（やってあげるケア）との違い、できるように支援するケア

4. 利用者が「受け身」ではなく「主体的」に関わること、とされている

Fiona Aspinal et al ;  New horizons: Reablement - supporting older 
people towards independence, Age Ageing, 2016.

Re - able  ment
再び 出来る ようになる
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リハビリデイ河北 R6年度実績

74%

10%

15%

中止（死亡含む）

サービス利用

卒業

平均年齢
利用者人数
男性
女性

社会資源に繋がった人
・元々の趣味
・歩こう会（2か所）
・地域の体操教室
・就労（2名、ともに70代）

・河北

82.4±6.1歳
39名

17名 （43.6%）

22名 （56.4%）

18名 （62.1%）

 2名
 4名
 8名
 2名
 9名

※卒業：サービス活動C終了後に介護保険サービスを必要としない状態になった方

（重複あり）

（29名）

（6名）

（4名）
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画像

画像

• 6年前、卒業生が通いの場に繋がる率が低かった

• 高齢者は新規の場所に行きたがらない

• （仮説）卒業生同士ならどうだろう？

• 歩こう会、畑の会

• 情報共有目的にグループLINEの活用

• C型事業所のボランティア（送迎なし）

リハビリデイ河北での取り組み

▽
▽
▽
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画像
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リハビリデイ河北の取り組み （その他）

歩こう会、畑の会

• 地域包括支援センターとSCの協力に

より実施

• 高齢者はリーダーシップはとりたがらない

• 開催への慣れと役割分担による負担軽減

• 徐々に住民主体へ移行が出来た

• 知っている人がいる通いの場には行ける

• 高齢者も資源なんだ
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まとめ

① サービス活動Cで高齢者は元気になれます

② 正しいアプローチをすれば『元の生活』に加えて

『新しい通いの場』にも行けます

③ 高齢者も立派な資源です
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ご清聴ありがとうございました
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